
視察 (研修》報告書

平成 28年 10月 兌8日

府中市議会議長 様

会派名又は   公明党

議 員 名  大本 千香子

加島 広宣

鵬 時 平成 28年 10月 25日  (火 )14:00～ 16:00
視 察 (研 修 )先 東京都衆議院第 一議員会館

視察 (研修)項目 公共施設マネジメントと地方会計、広域連携について

参 力El 者 大本 千香子 。加島 広宣  鎗1坐会 14名 )

視 察 (研修 ) 内 容 ①公共施設マネジメント及び地方会計について

講師 総務省自治行政局市町村課

課長補佐 村上 仰志さま

②地方公共団体の広域連携の取り組みについて

講師 総務省自治行政局財務調査課

係長 宮野 義幸さま

係長 田部井 篤史さま

所 感 ①公共施設マネジメント及び地方会計についてでは

(1)公共施設の老朽化対策が必要であることの背景

12)公共施設マネジメントに係る動き

Q公共施設等総合管理計画策定の促進と先進地事例

14)地方公会計の意義

(働統一的基準による地方公会計の整備と促進について

②地方公共団体の広域連携の取り組みについてでは

(1)広域連携の仕組みと運用について

12)連携契約及び広域連合の制度概要

0地方公共団体間の共同処理の状況 (医療 。ごみ処理)

に)備後圏域連携中枢都市圏の取組みについて

府中市においても今後の取組みは重要であり、スピードと

問題意識の共有が大切であると感じました。

今回の研修をもとに政策提案をおこないたい。



視察 (研修》報告書

平成 28年 10月 28日

府中市議会議長 様

会派名又は   公明党

議 員 名  大本 千香子

加島 広宣

蘭 時 平成 28年 10月 26日 (水)9:30～ 11:30
視 察 (研 修 )先 千葉県我孫子市 (我孫子市役所)

視察 (研修 ) 項 目 地域コミュニティ活性化推進事業について

参 lJ働 者 大本 千香子・加島 広宣  鎗J生会 14名 )

視 察 (研修 )内 容 ①地域コミュニティ活性化の必要性について

②地域コミュニティ活性化で目指すことについて

③地域コミ■ニティ活性化の仕組みについて

④地域コミュニティ活性化に関わる行政の役割について

所 感 地域コミュニティの活性化推進事業に積極的な取組み

がおこなわれている我孫子市に視察しました。

急速な人口減少は、地域活動の参加者減少や近所づきあい

の減少また共同意識の希薄など地域のまとまりがなくな

り、地域コミュニティの活動にも影響を及ぼしていく。

地域コミュニティの活性化を目指すには

①地域に集まる場所があること

②誰もが自分の出来る範囲で参加できること

③地域の団体同志でつながること

④地域の特性を生かしたコミユニティづくりでぁること

などの意識でおこなわれていた。

地域ごとに集まる場所として (近隣センター)を建設。

地域課題の発掘と解決のために (地域会議)を設置して、

住民が自主的に地域の特性を生かした運営をおこなつて

いた。

府中市においても活発な地域づくりをおこなううえで
の参考になりました。・



視察 (研修)報告書

平成 28年 10月 28日

府中市議会議長 様

会派名又は   公明党

議 員 名  大本 千香子

加島 広宣

目 時 平成 28年 10月 27日 (本)9:00～ 11:00
視 察 (研 修 )先 福島県会津若松市 (会津若松市役所)

視察 (研修) 項 目 スマー トシティ会津若松・推進事業について

参 力猥 者 大本 千香子・カロ島 広宣  輪J生会 14名 )

視察 (研 修 )内 容 ①

②

③

④

「スマー

「スマー

「まち・

「スマー

トシティ会津若松Jの 目的について

トシティ会津若松Jの推進体制について

ひと。しごと創生包括連携協議会Jの設置

トシティ会津若松Jの取組みについて

所 1惑 「スマー トシティ会津若松」の先進的な取り組み内容と推進

状況などを学ぶために会津若松市に視察をしました。

会津若松市においても人口減少と超高齢化社会の進展する

なかで持続可能な地域と社会づくりに向け健康増進や福祉、

教育、防災、エネルギー、交通、環境など様々な分野に情報

通信技術 (ICT)を活用した取組みがおこなわれていた。

(1)産業振興を含めた「地域活力の向上J(関連産業の集積、

雇用の拡大と維持)

② 「安心して快適に生活できるまちづくり」(市民生活の安

全性、利便性の向上)

(0「まちの見える化」 (デ L‐―夕分析等を利用したまちの可視

化)が図られていた。

さまざまの分野からの構成員にょる推進会議がおこなわれ、

(産官学金労言)一体となって共有化が図られていた。
「オープンデータ」を活用し、 (ま ちの見える化)による地

域の課題解決への取組みがおこなわれていた。

府中市においても現状把握し、意識共有が必要と感じまし

た。スピー ド感を持つて取り組む姿勢など参考になりまし

た。


